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【
学
歴
】

一
九
五
八
年　

五
月　

北
海
道
に
生
ま
れ
る

一
九
七
七
年　

三
月　

北
海
道
立
札
幌
東
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年　

四
月　

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
文
化
史
専
攻
入
学

一
九
八
一
年　

三
月　

同
大
学
卒
業

一
九
八
一
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
史
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程

入
学

一
九
八
四
年　

三
月　

同
大
学
大
学
院
修
了

一
九
八
四
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
史
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程

進
学

一
九
九
〇
年　

三
月　

同
志
社
大
学
大
学
院
単
位
取
得
満
期
退
学

二
〇
〇
三
年
一
二
月　

同
志
社
大
学
・
博
士
（
文
化
史
学
）

【
京
都
女
子
大
学
で
の
職
歴
】

一
九
九
七
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学
・
文
学
部
助
教
授
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学
・
文
学
部
教
授

二
〇
〇
四
年　

四
月　

 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
（Center for East A

sian Studies
）
に

て
在
外
研
究
・
客
員
研
究
員
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年　

四
月　

 

京
都
女
子
大
学　

大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
（
二
〇
一
五
年
三
月

ま
で
）

二
〇
一
八
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学　

学
生
部
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
二
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学　

文
学
部
長
（
二
〇
二
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
四
年　

三
月　

京
都
女
子
大
学
定
年
退
職

【
非
常
勤
歴
と
主
な
担
当
科
目
】

一
九
八
三
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
・
第
1
研
究
会
補
助
者
（
一
九

八
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年　

四
月　

 

梅
花
短
期
大
学
・
一
般
教
育
科
目
「
歴
史
」
担
当
（
一
九
九
七
年
三

月
ま
で
）

一
九
九
一
年　

四
月　

 

阪
南
大
学
・
教
職
科
目
「
日
本
史
Ⅱ
」「
地
理
歴
史
科
教
育
法
」
担

当
（
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
三
年　

四
月　

 

相
愛
大
学
・
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
専
門
科
目
「
文
化
交
流
史
」

「
比
較
文
化
講
読
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
比
較
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
担
当
（
一
九

九
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
三
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
・
文
学
部
専
門
科
目
「
英
書
講
読
Ａ
〔
史
〕」
担
当

（
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
九
年　

四
月　

 

立
命
館
大
学
・
文
学
部
専
門
科
目
「
地
域
と
移
動
Ⅰ
・
Ⅱ
」
担
当

（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年　

四
月　

 

同
志
社
女
子
大
学
・
教
養
科
目
「
文
化
交
流
史
」
担
当
（
二
〇
〇
四

年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年　

四
月　

 

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・「
人
文
科
学
の
主
要
問
題
Ⅰ

（
前
期
）」
分
担
（
二
〇
〇
七
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
・
文
学
部
専
門
科
目
「
文
化
史
特
論
（
3
）（
4
）」
担

当
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年　

四
月　

 

京
都
府
立
大
学
・
文
学
部
専
門
科
目
「
日
本
文
化
史
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」

担
当
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年　

九
月　

 

京
都
産
業
大
学
・
文
化
学
部
専
門
科
目
「
移
民
史
Ａ
・
Ｂ
」
担
当

（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
一
年　

四
月　

 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
・
ｅ
京
都
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
提
供
科
目
「
日
本
史
特
殊
1
Ｂ　

京
都
の
近
代
」
担
当
（
二
〇
一

四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
八
年　

四
月　

 

同
志
社
大
学
・
文
学
部
専
門
科
目
「
日
本
文
化
史
演
習
Ⅱ
（
1
）

（
2
）〔
史
2
年
〕」
担
当
（
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
）

坂
口
満
宏
教
授　

略
年
譜
・
業
績
一
覧
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史　　　窓

【
学
会
役
員
歴
】

一
九
九
七
年
一
一
月　

 

日
本
史
研
究
会　

総
務
委
員
長
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
〇
二
年　

四
月　

日
本
移
民
学
会　

事
務
局
長
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年　

四
月　

日
本
移
民
学
会　

事
務
局
長
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月　

文
化
史
学
会 

評
議
委
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
三
年
一
一
月　

国
際
い
け
花
学
会 

理
事
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年　

四
月　

日
本
移
民
学
会　

事
務
局
長
（
二
〇
一
六
年
六
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年　

五
月　

京
都
民
科
歴
史
部
会　

代
表
委
員
（
二
〇
一
七
年
五
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年　

五
月　

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会 

会
長
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
五
年
一
一
月　

歴
史
科
学
協
議
会　

理
事
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
一
七
年　

六
月　

日
本
移
民
学
会 
理
事
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
九
年　

四
月　

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ハ
ワ
イ
：
日
本
人

移
民
の
一
五
〇
年
と
憧
れ
の
島
の
な
り
た
ち
」
委
員
（
二
〇
一
九
年

一
〇
月
ま
で
）

二
〇
二
〇
年　

六
月　

日
本
移
民
学
会 

会
長
（
二
〇
二
二
年
六
月
ま
で
）

業　

績　

一　

覧

【
単
著
】

『
日
本
人
ア
メ
リ
カ
移
民
史
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
。

『
日
本
人
移
民
の
福
祉
活
動
と
定
住
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
│
第
二
次
大
戦
前
の
カ
ナ
ダ
・

ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
を
事
例
に
│
』
平
成
一
二
年
度
〜
平
成
一
四
年
度
科
学
研
究
費

報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
三
月
。

『
北
米
日
系
移
民
の
社
会
史
』
六
花
出
版
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
。

【
編
纂
し
た
資
料
集
】

『
近
代
日
本
「
平
和
運
動
」
資
料
集
成
』
全
五
巻
、
付
録
、
別
冊
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
五

年
一
〇
月
。

『
日
本
移
民
協
会
報
告
』
全
二
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
六
年
九
月
。

京
都
高
等
女
学
校
・
京
都
裁
縫
女
学
校　

復
刻
版
『
校
友
会
報
』
全
一
二
冊
、
京
都
女
子
大

学
宗
教
・
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
一
月
。

【
テ
ー
マ
別
著
作
一
覧
】

　

Ａ　

排
耶
論
・
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
団
体
史
の
研
究

「
幕
末
維
新
期
の
排
耶
論
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
三
七
号
、
一
九
八
九
年
三
月
、
一
三
三
〜
一
五
二
頁
。
同
時
に
杉
井
六
郎
先
生
退

職
記
念
事
業
会
編
『
近
代
日
本
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
三

月
、
一
三
三
〜
一
五
二
頁
に
収
録
さ
れ
る
）。

「
一
八
八
〇
年
代
・
仏
教
系
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
│
排
耶
書
の
普
及
と
結
社
・
講
談
会
活

動
│
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
排
耶
論
の
研
究
』
教
文
館
、
一
九
八
九

年
七
月
、
一
一
九
〜
一
五
七
頁
）。

「
山
室
軍
平
│
万
国
本
営
へ
の
旅
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
山
室
軍
平
の
研

究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
三
月
、
三
三
六
〜
三
六
八
頁
）。

「
排
日
問
題
と
太
平
洋
沿
岸
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
団
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編

『
北
米
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
運
動
史
』
Ｐ
Ｍ
Ｃ
出
版
、
一
九
九
一
年
一
二
月
、
二
一
一

〜
二
八
七
頁
）。

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
問
題
と
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
団
体
」（
宮
本
盛
太
郎
、
関
静
夫
、



71

坂口満宏教授　略年譜・業績一覧

小
西
豊
治
、
坂
口
満
宏
著
『
近
代
日
本
政
治
思
想
史
発
掘
│
平
和
・
キ
リ
ス
ト
教
・
国

家
│
』
風
行
社
、
一
九
九
三
年
三
月
、
八
九
〜
一
〇
五
頁
）。

「
日
本
人
移
民
と
社
会
事
業
│
ア
メ
リ
カ
救
世
軍
日
本
人
部
の
活
動
を
中
心
に
│
」（『
渋
沢

研
究
』
渋
沢
研
究
会
、
六
号
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
一
七
〜
四
〇
頁
）。

「
日
本
人
移
民
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
│
ア
メ
リ
カ
救
世
軍
日
本
人
部
の
社
会
事
業
館
│
」

（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
三
三
巻
三
号
、
二

〇
二
二
年
二
月
、
一
五
一
〜
一
六
七
頁
）。　

「
資
料
・
ア
メ
リ
カ
西
北
部
日
本
人
移
民
年
表
（
1
）
│
『
大
北
日
報
』
に
み
る
日
本
人
キ

リ
ス
ト
教
会
│
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

三
四
号
、
一
九
八
六
年
三
月
、
一
七
九
〜
二
四
〇
頁
）。

「
資
料
・
ア
メ
リ
カ
西
北
部
日
本
人
移
民
年
表
（
2
）
│
『
大
北
日
報
』
に
み
る
日
本
人
キ

リ
ス
ト
教
会
│
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

三
九
号
、
一
九
九
一
年
三
月
、
一
二
八
〜
一
六
四
頁
）。

「
資
料
・
ア
メ
リ
カ
西
北
部
日
本
人
移
民
年
表
（
3
）
│
『
大
北
日
報
』
に
み
る
日
本
人
キ

リ
ス
ト
教
会
│
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

四
二
号
、
一
九
九
三
年
、
一
七
三
〜
二
一
二
頁
）。

　

Ｂ　

近
代
日
本
に
お
け
る
平
和
運
動
史
の
研
究

「
国
際
協
調
型
平
和
運
動
│
「
大
日
本
平
和
協
会
」
の
活
動
と
そ
の
史
的
位
置
│
」（『
キ
リ

ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
三
三
号
、
一
九
八
五
年
三

月
、
一
一
五
〜
一
四
二
頁
）。

「
国
際
協
調
型
平
和
運
動
」（
宮
本
盛
太
郎
、
関
静
夫
、
小
西
豊
治
、
坂
口
満
宏
著
『
近
代

日
本
政
治
思
想
史
発
掘
│
平
和
・
キ
リ
ス
ト
教
・
国
家
│
』
風
行
社
、
一
九
九
三
年
三

月
、
五
四
〜
八
六
頁
）。

「
近
代
日
本
「
平
和
運
動
」
資
料
集
成
・
解
題
」（『
近
代
日
本
「
平
和
運
動
」
資
料
集
成　

解
題
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
五
〜
二
五
頁
）。

「
雑
誌
『
平
和
』
を
め
ぐ
る
人
々
│
「
日
本
平
和
会
」
の
新
史
料
と
と
も
に
│
」（『
京
都
女

子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編
』
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
、
五
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
〜
三
七
頁
）。　

「『
懸
賞
問
題
答
案
平
和
雑
誌
』
の
原
著P

rize P
eace T

racts for Y
oung P

eople

」

（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編
』
京
都
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
、
六
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
〜
一
六
頁
）。　

「
雑
誌
『
平
和
』
の
印
刷
人
・
久
野
宗
熙
の
こ
と
」（『
北
村
透
谷
研
究
』
北
村
透
谷
研
究
会
、

一
八
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
九
〜
一
七
頁
）。

「
史
料
紹
介
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
書
簡
に
見
る
日
本
平
和
会
」（『
京
都
女
子
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編
』
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

八
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
一
〜
二
六
頁
）。　

“The Japan Peace Society and the B
ritish and A

m
erican Q

uakers W
ho 

Supported It

”（Edited by Linda H
. Chance, Paul B. Reagan, and T

etsuko 
T
oda, Friendly C

onnections: P
hiladelphia and Japan since the L

ate 
N
ineteenth Century, Lexington Books, 2024, pp. 47-59

）。

　

Ｃ　

日
本
人
移
民
社
会
史
の
研
究

　
　

1　

ハ
ワ
イ

「
二
重
国
籍
問
題
と
ハ
ワ
イ
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
京
都
民

科
歴
史
部
会
、
二
〇
七
号
、
一
九
九
二
年
七
月
、
一
三
〜
二
五
頁
）。

「
ハ
ワ
イ
と
ア
メ
リ
カ
本
土
西
北
部
の
日
本
語
学
校
と
『
日
本
語
讀
本
』」（
復
刻
監
修
：

Edw
ard M

ack

『
米
國
加
州
教
育
局
検
定　

日
本
語
讀
本　

別
冊
解
題
』
文
生
書
院
、

二
〇
一
四
年
七
月
、
二
九
〜
三
九
頁
）。

「
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
で
学
ん
だ
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立

命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
三
一
巻
一
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
九
五
〜
一
〇

九
頁
）。

　
　

2　

カ
ナ
ダ

「T
he Japanese Clinic in V

ancouver, 1932-1942

」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
四
一
号
、
一
九
九
二
年
七
月
、
九
一
〜
一
〇
三
頁
）。

「T
he N

ew
 Canadian

に
見
る
戦
中
・
戦
後
の
日
系
カ
ナ
ダ
人
団
体
│
一
九
四
二
〜
一
九

六
七
│
」（
立
命
館
大
学
日
系
文
化
研
究
会
編
『
戦
後
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
社
会
と
文
化
』

不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
一
一
〜
四
〇
頁
）。

「
日
系
カ
ナ
ダ
人
史
研
究
の
現
在
」（『PS Journal

』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年

春
号
、
二
頁
）。

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
日
本
人
健
康
相
談
所
│
そ
の
結
核
予
防
へ
の
取
り
組
み
（
一
九
三
二
〜
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一
九
四
二
）」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、）
三

四
巻
一
号
、
二
〇
二
二
年
七
月
、
四
五
〜
五
九
頁
）。　

　
　

3　

ア
メ
リ
カ
本
土

「
シ
ア
ト
ル
初
期
の
日
本
語
新
聞
」（『
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
』
東
京
経
済
大

学
人
文
自
然
科
学
研
究
会
、
九
二
号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
、
三
九
〜
七
〇
頁
）。

「
在
米
日
本
人
の
「
二
重
国
籍
問
題
」
解
決
運
動
〜
太
平
洋
沿
岸
日
本
人
会
協
議
会
の
と
り

く
み
を
中
心
に
〜
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
大
阪
歴
史
学
会
、
一
三
八
号
、
一
九
九
三
年
一

〇
月
、
一
〜
二
二
頁
）。

「
移
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
生
活
世
界
│
シ
ア
ト
ル
日
本
人
社
会
形
成
小
史
│
」（『
立
命

館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
五
巻 

五
・
六
合
併
号
、

一
九
九
四
年
二
月
、
一
〇
一
〜
一
二
七
頁
）。

「
北
米
の
日
本
人
移
民
と
二
つ
の
国
家
│
外
国
人
土
地
法
と
の
闘
い
を
中
心
に
│
」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
大
阪
歴
史
学
会
、
一
四
五
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
八
二
〜
一
〇
三
頁
）。

「
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
シ
ア
ト
ル
日
本
人
社
会
│
シ
ア
ト
ル
小
児
園
を
め
ぐ
る
一
考
察

│
」（『
社
会
科
学
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
五
五
号
、
一
九
九
五
年
七
月
、

六
七
〜
一
〇
三
頁
）。

「
移
民
・
国
家
・〈
忠
誠
心
〉
│
開
戦
前
夜
の
在
米
日
本
人
│
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め

に
』
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
二
二
三
号
、
一
九
九
六
年
七
月
、
一
〜
一
二
頁
）。

「
北
米
に
お
け
る
日
本
人
農
業
の
展
開
と
定
住
戦
略
│
一
九
〇
〇
〜
一
九
四
二
│
」（『
立
命

館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
八
巻 

五
・
六
合
併
号
、

一
九
九
七
年
三
月
、
一
一
七
〜
一
四
〇
頁
）。

「
日
本
人
移
民
と
〈
国
語
〉
教
育
」（『
史
窓
』
京
都
女
子
大
学
史
学
会
、
五
五
号
、
一
九
九

八
年
三
月
、
一
九
〜
四
二
頁
）。

「
移
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
二
つ
の
国
家
│
北
米
に
お
け
る
日
本
人
移
民
史
研
究
序
説

│
」（『
日
本
史
研
究
』
日
本
史
研
究
会
、
四
二
八
号
、
一
九
九
八
年
四
月
、
一
三
四
〜

一
六
〇
頁
）。

「
日
本
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
│
北
米
日
本
人
会
の
組
織
と
活
動
を
中
心
に
│
」（『
史
窓
』
京

都
女
子
大
学
史
学
会
、
五
八
号
、
二
〇
〇
一
年
二
月
、
八
三
〜
九
五
頁
）。

「
帰
米
二
世
を
め
ぐ
る
断
章
│
シ
ア
ト
ル
帰
米
日
系
市
民
協
会
の
組
織
と
活
動
を
中
心
に

│
」（『
移
民
研
究
年
報
』
日
本
移
民
学
会
、
七
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
二
三
〜
三
九

頁
）。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
日
本
人
移
民
社
会
」（
ハ
ル
ミ
・
ベ
フ
編
『
日
系
ア
メ
リ
カ

人
の
歩
み
と
現
在
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
三
七
〜
六
八
頁
）。

「
第
三
章　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
移
民
」（
日
本
移
民
学
会
編
『
日
本
人
と
海
外
移
住　

移
民
の
歴
史
・
現
状
・
展
望
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
七
五
〜
九
七
頁
）。

「
日
本
人
移
民
（
南
北
ア
メ
リ
カ
）」（
社
会
経
済
学
史
学
会
編
『
社
会
経
済
史
学
事
典
』、

丸
善
出
版
、
二
〇
二
一
年
六
月
、
四
五
〇
〜
四
五
一
頁
）。

　
　

4　

出
移
民

「
日
本
の
海
外
移
民
・
略
史
」（『
人
権
と
部
落
問
題
』
部
落
問
題
研
究
所
、
七
五
五
号
、
二

〇
〇
七
年
二
月
、
六
〜
一
一
頁
）。　

「
誰
が
移
民
を
送
り
出
し
た
の
か
│
環
太
平
洋
に
お
け
る
日
本
人
の
国
際
移
動
・
概
観
│
」

（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
二
一
巻
四
号
、
二

〇
一
〇
年
三
月
、
五
三
〜
六
六
頁
）。　

「
統
計
資
料
・
一
九
三
〇
年
代
の
広
島
県
に
在
留
し
た
日
系
二
世
」（『
史
窓
』
京
都
女
子
大

学
史
学
会
、
六
八
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
九
五
〜
一
〇
九
頁
）。

「
戦
後
日
本
の
移
民
問
題
」（『
人
権
と
部
落
問
題
』
部
落
問
題
研
究
所
、
八
一
一
号
、
二
〇

一
一
年
二
月
、
六
〜
一
五
頁
）。

「
第
一
章　

出
移
民
の
記
憶
」（
日
本
移
民
学
会
編
『
移
民
研
究
と
多
文
化
共
生
』
御
茶
の

水
書
房
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
八
〇
〜
一
〇
三
頁
）。

「
出
移
民
研
究
の
課
題
と
方
法
│1930

年
代
の
福
島
県
を
中
心
に
│
」（『
京
都
女
子
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編
』
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
一

号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
一
一
〜
二
六
頁
）。　

「
近
代
日
本
に
お
け
る
移
植
民
政
策
」（
編
集
代
表
吉
原
和
男
、
編
者
蘭
信
三
他
『
人
の
移

動
事
典　

日
本
か
ら
ア
ジ
ア
へ
・
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
』
丸
善
出
版
、
二
〇
一
三
年
一

一
月
、
一
六
〜
一
七
頁
）。

「
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
策
移
民
事
業
の
特
質
│
熊
本
県
と
北
海
道
を
事
例
に
│
」

（『
史
林
』
史
学
研
究
会
、
九
七
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
一
三
三
〜
一
七
〇
頁
）。

「
第
三
章　

誰
が
移
民
を
送
り
出
し
た
の
か
│
環
太
平
洋
に
お
け
る
日
本
人
の
国
際
移
動
・

概
観
」（
米
山
裕
・
河
原
典
史
編
著
『
日
本
人
の
国
際
移
動
と
太
平
洋
世
界
│
日
系
移

民
の
近
現
代
史
』
文
理
閣
、
二
〇
一
五
年
四
月
、
七
二
〜
九
一
頁
）。
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「『
伯
剌
西
爾
行
移
民
名
簿
』
を
用
い
た
出
移
民
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
」（『
マ
イ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
会
報
』
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
五
月
、

九
〜
一
〇
頁
）。

「
第
一
九
章　

一
九
三
〇
年
代
の
福
島
県
に
在
留
し
た
日
系
二
世
」（
根
川
幸
男
・
井
上
章

一
編
『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教
育
史
│
複
数
文
化
体
験
の
視
座
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
四
一
三
〜
四
三
〇
頁
）。

「
災
害
・
移
民
・
地
域
│
福
島
県
の
事
例
を
通
し
て
│
」（『
歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
八

の
記
録　

民
衆
と
国
家
の
生
き
残
り
方
│
微
視
と
巨
視
の
歴
史
学
』
歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
〇
一
八
実
行
委
員
会
編
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
一
二
〜
三
二
頁
）。

「
福
島
県
に
お
け
る
市
町
村
別
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
輩
出
地
と
そ
の
変
遷
│
一
九
三
〇
年
代
の

国
策
移
民
と
一
九
五
〇
年
代
の
戦
後
移
住
│
」（『
史
窓
』
京
都
女
子
大
学
史
学
会
、
七

八
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
二
五
〜
四
六
頁
）。　

　
　

5　

日
系
文
学

「
資
料
・
翁
久
允
所
蔵
資
料
目
録
」（
山
本
岩
夫
、
桧
原
美
恵
、
佐
々
木
敏
二
、
中
郷
芙
美

子
、
下
村
雄
紀
と
の
共
著
、『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化

研
究
所
、
五
巻
五
・
六
合
併
号
、
一
九
九
四
年
二
月
、
主
と
し
て
「
Ｄ
書
簡
」
担
当
、

三
三
三
〜
三
四
九
頁
）。

「
資
料
・
翁
久
允
関
係
書
簡
補
遺
」（
山
本
岩
夫
、
桧
原
美
恵
、
佐
々
木
敏
二
、
中
郷
芙
美

子
、
下
村
雄
紀
と
の
共
著
、『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化

研
究
所
、
七
巻
一
号
、
一
九
九
五
年
九
月
、
主
と
し
て
「
翁
久
允
関
係
書
簡
補
遺
」
担

当
、
四
一
〜
四
八
頁
）。

「
日
系
文
学
研
究
へ
の
期
待
│
日
本
近
代
史
・
移
民
史
研
究
者
の
立
場
か
ら
│
」（『
移
民
研

究
年
報
』
日
本
移
民
学
会
、
六
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
、
九
三
〜
九
四
頁
）。

　
　

6　

移
民
史
研
究
の
視
点
と
方
法

「
在
外
居
留
地
・
居
留
民
研
究
の
現
在
」（『
前
近
代
東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
比
較
史
的
研
究

│
日
・
中
・
朝
三
国
の
政
治
・
社
会
的
連
環
│
』
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、

平
成
一
二
年
度
〜
平
成
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
・
研
究
成
果
報

告
書
、
一
八
七
〜
二
〇
一
頁
）。

「
在
外
居
留
地
・
居
留
民
研
究
の
現
在
」（
京
都
女
子
大
学
東
洋
史
研
究
室
編
『
東
ア
ジ
ア

海
洋
域
圏
の
史
的
研
究
』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
三
九
、
二
〇
〇
三
年
九
月
、
三
五

一
〜
三
七
三
頁
）。

「
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
に
関
す
る
歴
史
研
究
の
現
在
│
『
日
本
人
ア
メ
リ
カ
移

民
史
』
補
論
│
」（『
史
窓
』
京
都
女
子
大
学
史
学
会
、
六
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、

四
三
〜
六
二
頁
）。

「
移
民
史
研
究
の
射
程
」（『
日
本
史
研
究
』
日
本
史
研
究
会
、
五
〇
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
四

月
、
一
三
一
〜
一
五
一
頁
）。

「
第
一
〇
章　

新
し
い
移
民
研
究
に
む
け
て
」（
米
山
裕
／
河
原
典
史
編
『
日
系
人
の
経
験

と
国
際
移
動
│
在
外
日
本
人
・
移
民
の
近
現
代
史
│
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、

二
三
九
〜
二
六
一
頁
）。

「
小
特
集　

日
本
移
民
学
会
創
立
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

日
本
移
民
学
会
の
未
来
│

移
民
研
究
は
如
何
に
現
代
の
課
題
に
貢
献
で
き
る
の
か
」（『
移
民
研
究
年
報
』
日
本
移

民
学
会
、
二
八
号
、
二
〇
二
二
年
六
月
、
蘭
信
三
、
竹
沢
泰
子
、
中
牧
弘
允
、
浅
香
幸

枝
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ
シ
の
共
著
、
九
一
〜
九
四
、
一
一
五
〜
一
一
七
頁
）。

　

Ｄ　

京
都
関
係

「
二
七　

近
代
に
お
け
る
豊
臣
秀
吉
の
顕
彰
地
」（
仁
木
宏
・
山
田
邦
和
編
著
『
歴
史
家
が

案
内
す
る
京
都
』
文
理
閣
、
二
〇
一
六
年
五
月
、
二
三
六
〜
二
四
一
頁
）。

「
伝
え
た
い
記
憶　

写
真
に
見
る
京
都
・
馬
町
空
襲
被
害
地
図
」（
京
都
女
子
大
学
文
学
部

史
学
科
日
本
史
演
習
・
坂
口
ゼ
ミ
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

「
学
生
た
ち
と
作
り
上
げ
た
『
伝
え
た
い
記
憶　

写
真
に
見
る
京
都
・
馬
町
空
襲
被
害
地

図
』」（『
ひ
ろ
ば
：
京
都
の
教
育
』
京
都
教
育
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ろ
ば
・
京
都
の
教
育
」

刊
行
委
員
会
、
一
九
四
号
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
四
四
〜
四
九
頁
。

「
京
都
の
馬
町
空
襲
│
学
生
と
と
も
に
調
べ
た
こ
と
な
ど
│
」（『
蓮
華
│
仏
教
文
化
講
座
た

よ
り
│
』
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
、
九
五
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
二
八
〜
三
一
頁
）。

「
増
補
改
訂
版　

伝
え
た
い
記
憶　

写
真
に
見
る
京
都
・
馬
町
空
襲
被
害
地
図
」（
京
都
女

子
大
学
文
学
部
史
学
科
日
本
史
演
習
・
坂
口
ゼ
ミ
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

「
復
刻
版
『
校
友
会
報
』
の
解
説
│
京
都
高
等
女
学
校
の
設
立
と
学
科
の
変
遷
、『
校
友
会

報
』
の
誌
面
構
成
を
中
心
に
│
」（『「
校
友
会
報
」
別
冊
総
目
次
・
解
説
』
京
都
女
子

大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
一
月
、
七
五
〜
九
八
頁
）。

「
新
発
見
史
料
・
京
都
高
等
女
学
校
『
校
友
会
報
』
の
複
製
・
総
目
次
の
作
成
と
そ
の
公
開
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史　　　窓

│
京
都
高
等
女
学
校
の
設
立
と
学
科
の
変
遷
、『
校
友
会
報
』
の
誌
面
構
成
に
つ
い
て

│
」（『
研
究
紀
要
』
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
四
年
三
月
）

【
書
評
・
新
刊
紹
介
】

書
評
・
児
玉
正
昭
著
『
日
本
移
民
史
研
究
序
説
』（『
日
本
史
研
究
』
三
八
四
号
、
一
九
九
四

年
八
月
、
八
四
〜
九
一
頁
）。

新
刊
紹
介
・
間
宮
國
夫
著
『
西
原
清
東
研
究
』（『
日
本
史
研
究
』
四
〇
二
号
、
一
九
九
六
年

二
月
）。

新
刊
紹
介
・
浅
川
晃
広
著
『
在
日
外
国
人
と
帰
化
制
度
』（『
移
民
研
究
年
報
』
一
一
号
、
二

〇
〇
五
年
三
月
、
一
五
七
〜
一
五
八
頁
）。

書
評
・
イ
ゴ
リ 

Ｒ
．
サ
ヴ
ェ
リ
エ
フ
著
『
移
民
と
国
家
』（『
移
民
研
究
年
報
』
一
二
号
、

二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
九
八
〜
二
〇
一
頁
）。

新
刊
紹
介
・
山
本
義
彦
著
『
清
沢
洌
│
そ
の
多
元
主
義
と
平
和
思
想
の
形
成
』（『
移
民
研
究

年
報
』
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
五
五
〜
一
五
六
頁
）。

新
刊
紹
介
・
坂
本
悠
一
・
木
村
健
二
著
『
近
代
植
民
地
都
市　

釜
山
』（『
移
民
研
究
年
報
』

一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
二
九
頁
）。

書
評
・
小
川
真
和
子
著
『
海
の
民
の
ハ
ワ
イ
│
ハ
ワ
イ
の
水
産
業
を
開
拓
し
た
日
本
人
の
社

会
史
』（『
移
民
研
究
年
報
』
二
四
号
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
一
〇
九
〜
一
一
二
頁
）。

【
主
な
学
会
発
表
】

「
幕
末
・
維
新
期
の
排
耶
論
」（
文
化
史
学
会
一
九
八
八
年
度
大
会
、
一
九
八
八
年
一
二

月
）。 

「
二
重
国
籍
問
題
解
決
運
動
史
│
太
平
洋
沿
岸
日
本
人
会
協
議
会
の
と
り
く
み
を
め
ぐ
っ
て

│
」（
日
本
移
民
学
会
第
一
回
大
会
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）。

「
北
米
の
日
本
人
移
民
と
二
つ
の
国
家
│
外
国
人
土
地
法
と
の
闘
い
を
中
心
に
│
」（
大
阪

歴
史
学
会
大
会
・
近
代
部
会
報
告
、
一
九
九
四
年
六
月
）。

「
二
世
の
日
本
語
教
育
を
め
ぐ
る
一
世
の
彷
徨
」（
日
本
移
民
学
会
第
六
回
大
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
と
教
育
」
報
告
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）。

「
移
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
二
つ
の
国
家
│
北
米
に
お
け
る
日
本
人
移
民
史
研
究
序
説

│
」（
日
本
史
研
究
会
大
会
・
近
現
代
史
部
会
報
告
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）。

「
日
系
文
学
研
究
へ
の
期
待
│
日
本
近
代
史
・
移
民
史
研
究
者
の
立
場
か
ら
│
」（
日
本
移

民
学
会
第
九
回
大
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ｂ
「
日
系
文
学
と
移
民
研
究
」
報

告
、
一
九
九
九
年
九
月
）。

「
日
系
移
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
│
定
着
の
時
代
」（
国
立
民
族
学
博
物
館
、
イ
ト
ウ
・
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ンU

.S.A
.

主
催 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
日

系
ア
メ
リ
カ
』
報
告
、
一
九
九
九
年
九
月
）。

「
移
民
史
研
究
の
射
程
」（
洛
北
史
学
会
第
五
回
大
会
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

「
誰
が
移
民
を
送
り
出
し
た
の
か
」（
日
本
人
の
国
際
移
動
研
究
会
・
立
命
館
大
学
国
際
文

化
研
究
所
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
本
人
の
国
際
移

動
」、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）。

「「
日
系
人｣

の
絆
と
教
育
│
ブ
ラ
ジ
ル
の
事
例
か
ら
│
」（
国
際
会
議
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
「
日
系
人
」
の
教
育
・
言
語
・
文
化
│
過
去
か
ら
未
来
に
向
っ
て
│
、
二
〇
一
一

年
三
月
）。

「
日
本
に
お
け
る
国
策
移
民
事
業
の
特
質
│
移
民
会
社
海
外
興
業
の
取
り
組
み
を
め
ぐ
っ
て

│
」（
史
学
研
究
会
例
会
、
二
〇
一
三
年
四
月
）。

「
地
域
の
歴
史
に
「
人
の
移
動
」
を
位
置
づ
け
る
た
め
に
」（
細
川
班
・
根
川
班
合
同
開
催

共
同
研
究
会
北
南
米
大
陸
と
帝
国
日
本
を
め
ぐ
る
日
系
人
の
教
育
と
文
化
│
複
数
地
域

の
連
動
に
注
目
し
て
│
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。

「F
ukushim

a Prefecture and O
verseas M

igration

」（2014 A
ssociation for 

A
sian Studies A

nnual Conference,PA
N
EL14

「Buried in N
uclear Ruins: 

M
igration, Energy, and the Rem

aking of Fukushim
a in the Post-Im

perial 
A
sia-Pacific

」, M
arch 2014

）。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
移
民
」（JIC

A

横
浜
・
日
本
移
民
学
会
共
同
企
画
公
開
講
座

「
日
本
人
と
海
外
移
住
」、
二
〇
一
四
年
四
月
）。

「『
伯
剌
西
爾
行
移
民
名
簿
』
を
用
い
た
出
移
民
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
」（
マ
イ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
二
〇
一
五
年
度
一
〇
月
例
会
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）。

「
北
米
に
渡
っ
た
熊
本
県
か
ら
の
移
民
と
郷
里
と
の
つ
な
が
り
」（
ア
メ
リ
カ
学
会
第
五
〇

回
年
次
大
会
・
分
科
会
「
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
研
究
」、
二
〇
一
六
年
六
月
）。

「
名
簿
と
地
図
か
ら
考
え
る
出
移
民
の
歴
史
」（
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
一
月
例
会
、
二
〇

一
六
年
一
一
月
）。

「
共
同
研
究
「
移
民
の
衣
食
住
」
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
」（
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
二
〇
一
六
年
度
三
月
例
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。
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「「
馬
町
空
襲
の
歴
史
を
学
び
語
り
継
ぐ
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
」（
平
和
博
物
館
に
お
け
る

戦
争
体
験
継
承
の
た
め
の
展
示
モ
デ
ル
構
築
・
メ
デ
ィ
ア
資
料
研
究
会
合
同
研
究
会
、

二
〇
一
八
年
三
月
）。

「
京
都
の
馬
町
空
襲
│
学
生
と
と
も
に
調
べ
た
こ
と
な
ど
│
」（
妙
法
院
門
跡
第
五
一
六
回

仏
教
講
座
、
二
〇
一
八
年
五
月
）。

「
災
害
・
移
民
・
地
域
│
福
島
県
の
事
例
を
通
し
て
│
」（
歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
八
、

二
〇
一
八
年
九
月
）。

「
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
で
学
ん
だ
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
」（
二
〇
一
八
年
度
立
命
館
大
学

国
際
言
語
文
化
研
究
所
連
続
講
座　

ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
一
五
〇
周
年
か
ら
考
え
る
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）。

「
出
移
民
研
究
の
課
題
と
方
法
（
パ
ー
ト
2
）：
一
九
三
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
の
福
島

県
を
事
例
に
」（
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
二
〇
一
九
年
度
五
月
例
会
、
二
〇
一
九

年
五
月
）。

「People Surrounding the 

〝Japan Peace Society
〞: the British and A

m
erican 

Q
uakers

」（T
he 12th International Convention of A

sia Scholars, K
yoto, 

Japan, O
nline 

（IC
A
S 1 2

）, Location10

「Q
uakers in Japan, 1885-2021: 

Education, Peace, and Public Service, A
ugust 2021
）。

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
日
本
人
健
康
相
談
所
と
結
核
予
防
へ
の
取
り
組
み
（
一
九
三
二
〜
一
九

四
二
年
）」（
二
〇
二
一
年
度 

立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
連
続
講
座 

第
二
回

講
座　
〝
病
〞
と
の
接
触
│
災
厄
を
記
憶
す
る　

カ
ナ
ダ
の
日
本
人
移
民
社
会
に
お
け

る｢

病
」
│
ス
ペ
イ
ン
風
邪
・
結
核
と
の
闘
い
」、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）。

「
京
都
・
馬
町
空
襲
│
学
生
た
ち
と
作
っ
た
被
害
地
図
│
」（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

主
催　

地
域
の
歴
史
を
学
び
未
来
へ
伝
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
の
記
憶
を
記
録
し
、

未
来
へ
伝
え
る
」、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）。

【
そ
の
他
】

「
一
九
八
五
年
度
『
第
一
二
回
歴
史
学
入
門
講
座
』」
の
記
録
」（『
日
本
史
研
究
』
二
七
七

号
、
一
九
八
五
年
九
月
、
一
〇
四
〜
一
〇
七
頁
）。

「
第
三
一
回
「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
二･

一
一
京
都
府
民
の
つ
ど
い
」
の
記
録
」（『
日

本
史
研
究
』
四
一
八
号
、
一
九
九
七
年
六
月
、
六
五
〜
七
三
頁
）。

「
私
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
Ｃ
Ｓ
の
研
究
会
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
五
〇
号
、

二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
一
五
〇
〜
一
五
一
頁
）。

「
藤
縄
先
生
の
〝
最
後
の
論
説
〞
と
そ
の
〝
歴
史
意
識
〞」（『
史
窓
』
五
九
号
、
二
〇
二
一

年
二
月
、
一
一
七
〜
一
一
九
頁
）。

「
杉
井
先
生
の
業
績
と
思
い
出
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
六
一
号
、
二
〇
一
三
年

一
月
、
七
〜
九
頁
）。

京
都
女
子
大
学
宗
教
部
『
芬
陀
利
華
』
掲
載
記
事

「
京
女
に
学
ん
だ
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
」（『
芬
陀
利
華
』
二
六
三
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、

二
頁
）。

「
豊
国
廟
参
道
の
石
鳥
居
」（『
芬
陀
利
華
』
三
〇
八
号
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
二
頁
）。

「
京
女
へ
の
通
学
路　

い
ま
む
か
し　

①
〜
⑦
」

　
　

① 

「
豊
国
廟
参
道
入
口
の
石
段
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
三
号
、
二
〇
二
二
年
四
月
、
一

頁
）。

　
　

② 

「
一
九
一
四
年
東
山
の
ふ
も
と
に
新
校
舎
で
き
る
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
四
号
、
二

〇
二
二
年
五
月
、
一
頁
）。

　
　

③ 

「
一
九
四
〇
年
東
山
三
校
の
北
門
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
五
号
、
二
〇
二
二
年
六
月
、

一
頁
）。

　
　

④ 

「
一
九
四
五
年
京
都
・
馬
町
空
襲
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
六
号
、
二
〇
二
二
年
九
月
、

一
頁
）。

　
　

⑤ 

「
一
九
四
九
年
京
都
女
子
大
学
の
設
立
と
そ
の
門
柱
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
七
号
、

二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
一
頁
）。

　
　

⑥ 

「
一
九
六
三
年
頃
の
Ｂ
校
舎
建
設
予
定
地
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
八
号
、
二
〇
二
二

年
一
二
月
、
一
頁
）。

　
　

⑦ 

「
Ｓ
校
舎
三
階
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」（『
芬
陀
利
華
』
三
九
九
号
、
二
〇
二
三
年
一

月
、
一
頁
）。

「
今
よ
み
が
え
る
１
０
０
年
前
の
女
学
生　

①
〜
⑦
」

　
　

① 
「
豊
国
廟
参
道
入
口
の
石
段
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
〇
号
、
二
〇
二
三
年
四
月
、
一

頁
）。

　
　

② 

「
一
九
一
四
年
東
山
の
ふ
も
と
に
新
校
舎
で
き
る
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
一
号
、
二

〇
二
三
年
五
月
、
一
頁
）。

　
　

③ 

「
一
九
一
五
年
の
学
芸
会
と
保
護
者
会
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
二
号
、
二
〇
二
三
年
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六
月
、
一
頁
）。

　
　

④ 

「
一
九
一
七
年
バ
ザ
ー
の
収
益
を
校
舎
の
建
築
費
に
寄
贈
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
三

号
、
二
〇
二
三
年
九
月
、
一
頁
）。

　
　

⑤ 
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
『
校
友
会
報
』
か
ら
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
る
」（『
芬
陀
利
華
』

四
〇
四
号
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
一
頁
）。

　
　

⑥ 

「
一
九
二
〇
年　

女
専
開
校
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
原
型
で
き
あ
が
る
」（『
芬
陀
利
華
』

四
〇
五
号
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
、
一
頁
）。

　
　

⑦ 

「
藤
の
花
は
ど
こ
へ
行
っ
た
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
六
号
、
二
〇
二
四
年
一
月
、
一

頁
）。

「
七
九
年
前
、
京
都
に
も
空
襲
が
あ
り
ま
し
た
│
こ
れ
ま
で
語
り
継
い
で
き
た
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
こ
と
│
」（『
芬
陀
利
華
』
四
〇
六
号
、
二
〇
二
四
年
一
月
、
二
頁
）。

【
未
公
刊
】

「
阪
谷
素
小
論
」（
同
志
社
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

「
西
村
茂
樹
の
啓
蒙
思
想
│
未
公
刊
資
料
に
よ
る
再
検
討
│
」（
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
論
文
、
一
九
八
四
年
一
月
）


